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令和８年２月２日（月）必着

※下記のＢに該当する方がいない場合は、総括表の提出も不要です。

令和８年度から様式が一部変更となっています。

令和８年度（令和７年分）

令和８年度

令和８年

令和７年

令和７年分給与所得の源泉徴

A B C D

各公的医療保険の資格確認書

各公的医療保険の資格確認書

各公的医療保険の資格確認書

令和７年度 令和８年度

「税金」

者は、

※ 年末調整や税務署への源泉徴収票の提出が不要な方につきましても、上記に該当する場合は、
個人別明細書をご提出ください。

※ 個人別明細書以外の様式（源泉徴収票等）での受付はできません。



 

eLTAX

    

　令和８年度（令和７年分）

「令和８年度(令和７年分)

7

7

9

8 2 2

4

特定親族特別控除の額
区分

（居住者）
区分

（非居住者）

63万円 10 11 58 万円超　 85 万円以下

61万円 20 21 85 万円超　 90 万円以下

51万円 30 31 90 万円超　 95 万円以下

41万円 40 41 95 万円超　 100 万円以下

31万円 50 51 100 万円超　 105 万円以下

21万円 60 61 105 万円超　 110 万円以下

11万円 70 71 110 万円超　 115 万円以下

６万円 80 81 115 万円超　 120 万円以下

３万円 90 91 120 万円超　 123 万円以下

合計所得金額

　令和８年度から「特親」や「特定親族特別控除の額」の欄が追加されました。国税庁作成の「令和７年分給与所得の源泉

徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」とあわせてご確認ください。

※印字ズレにご注意ください。

令和８年１月１日
現在（退職者は退
職時）の住所を記
載してください。

16歳未満の扶
養親族（令和７年
分給与所得者の
扶養控除等（異
動）申告書の「住
民税に関する事
項」に記載のあ
る扶養親族）の
人数を忘れずに
記載してくださ
い。この内容は、
住民税の非課税
限度額の算定等
に使用します。

令和７年分給与
所得者の特定親
族特別控除申告
書に基づき特定
親族の人数、特定
親族特別控除の
額の合計額を記
載してください。

・区市町村に提出
する給与支払報告
書は、（源泉・特別）
控除対象配偶者、
控除対象扶養親
族等に加えて16
歳未満の扶養親
族についても個人
番号の記載が必
要です。
・非居住（国外居
住）の控除対象配
偶者および16歳
未満の扶養親族
者の区分欄に○を
記載してください。
・特定親族の場合
又は控除対象扶養
親族が非居住（国
外居住）の場合は、
下記を参照し該当
の番号を区分欄に
記載してください。

扶養親族（１６歳
未満を含む）に
ついて、5人目以
降がいる場合は
摘要欄に氏名を
記載し、5人目以
降の控除対象扶
養親族等又は
16歳未満の扶
養親族の個人番
号欄に、対応す
る括弧書きの数
字を付して個人
番号を記載して
ください（1～4
人目は控除対象
扶養親族等欄又
は16歳未満の
扶養親族欄に記
載します）。

普通徴収切替理由書を参照して記載してください。

年の途中で入社の方は前職分の支払金額等を記載してください。

・30歳未満又は70歳以上･･･････01

・30歳以上70歳未満の留学生･･･02

・30歳以上70歳未満の障害者･･･03

・30歳以上70歳未満で38万円

　以上送金している･････････････04

特定親族とは、受給者と生計を

一にする19歳以上23歳未満の

親族等で、合計所得金額が右表

に該当する方です。特定親族特

別控除の適用を受けた場合は、

該当する区分番号を区分欄に

記載してください。

3 025 6847 400 000 5 560 000 159 100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2

2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6

7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8

8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 9



 

eLTAX

    

　令和８年度（令和７年分）

「令和８年度(令和７年分)

7

7

9

8 2 2

4

特定親族特別控除の額
区分

（居住者）
区分

（非居住者）

63万円 10 11 58 万円超　 85 万円以下

61万円 20 21 85 万円超　 90 万円以下

51万円 30 31 90 万円超　 95 万円以下

41万円 40 41 95 万円超　 100 万円以下

31万円 50 51 100 万円超　 105 万円以下

21万円 60 61 105 万円超　 110 万円以下

11万円 70 71 110 万円超　 115 万円以下

６万円 80 81 115 万円超　 120 万円以下

３万円 90 91 120 万円超　 123 万円以下

合計所得金額

　令和８年度から「特親」や「特定親族特別控除の額」の欄が追加されました。国税庁作成の「令和７年分給与所得の源泉

徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」とあわせてご確認ください。

※印字ズレにご注意ください。

令和８年１月１日
現在（退職者は退
職時）の住所を記
載してください。

16歳未満の扶
養親族（令和７年
分給与所得者の
扶養控除等（異
動）申告書の「住
民税に関する事
項」に記載のあ
る扶養親族）の
人数を忘れずに
記載してくださ
い。この内容は、
住民税の非課税
限度額の算定等
に使用します。

令和７年分給与
所得者の特定親
族特別控除申告
書に基づき特定
親族の人数、特定
親族特別控除の
額の合計額を記
載してください。

・区市町村に提出
する給与支払報告
書は、（源泉・特別）
控除対象配偶者、
控除対象扶養親
族等に加えて16
歳未満の扶養親
族についても個人
番号の記載が必
要です。
・非居住（国外居
住）の控除対象配
偶者および16歳
未満の扶養親族
者の区分欄に○を
記載してください。
・特定親族の場合
又は控除対象扶養
親族が非居住（国
外居住）の場合は、
下記を参照し該当
の番号を区分欄に
記載してください。

扶養親族（１６歳
未満を含む）に
ついて、5人目以
降がいる場合は
摘要欄に氏名を
記載し、5人目以
降の控除対象扶
養親族等又は
16歳未満の扶
養親族の個人番
号欄に、対応す
る括弧書きの数
字を付して個人
番号を記載して
ください（1～4
人目は控除対象
扶養親族等欄又
は16歳未満の
扶養親族欄に記
載します）。

普通徴収切替理由書を参照して記載してください。

年の途中で入社の方は前職分の支払金額等を記載してください。

・30歳未満又は70歳以上･･･････01

・30歳以上70歳未満の留学生･･･02

・30歳以上70歳未満の障害者･･･03

・30歳以上70歳未満で38万円

　以上送金している･････････････04

特定親族とは、受給者と生計を

一にする19歳以上23歳未満の

親族等で、合計所得金額が右表

に該当する方です。特定親族特

別控除の適用を受けた場合は、

該当する区分番号を区分欄に

記載してください。

3 025 6847 400 000 5 560 000 159 100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2

2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5

5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6

7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8

8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 9
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令和８年２月２日（月）必着

※下記のＢに該当する方がいない場合は、総括表の提出も不要です。

令和８年度から様式が一部変更となっています。

令和８年度（令和７年分）

令和８年度

令和８年

令和７年

令和７年分給与所得の源泉徴

A B C D

各公的医療保険の資格確認書

各公的医療保険の資格確認書

各公的医療保険の資格確認書

令和７年度 令和８年度

「税金」

者は、

※ 年末調整や税務署への源泉徴収票の提出が不要な方につきましても、上記に該当する場合は、
個人別明細書をご提出ください。

※ 個人別明細書以外の様式（源泉徴収票等）での受付はできません。


